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(57)【要約】

【課題】連携する複数の無線通信装置の各々において、

ヌル空間拡張技術を利用する。

【解決手段】非連携無線通信装置から空間多重伝送によ

り受信した信号、または、非連携無線通信装置に空間多

重伝送により送信しようとする信号に関する情報であっ

て、他の連携無線通信装置との間で共有する共有情報を

空間多重伝送とは異なる通信手段で他の連携無線通信装

置に送信する共有情報送信部と、非連携無線通信装置の

アンテナ素子、または、当該アンテナ素子を合成して得

られる仮想的なアンテナ素子と、自らを含む連携無線通

信装置のアンテナ素子との間のチャネル情報より生成す

る第１チャネルベクトルと、第１チャネルベクトルより

も過去に生成した１つまたは複数の第２チャネルベクト

ルと、を並べたチャネル行列に基づいて、空間多重伝送

の際に用いられるウエイトベクトルを算出するウエイト

算出部と、を備える連携無線通信装置。
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